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日産婦誌44巻臨時増刊
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【 目的 】糖尿病合併妊婦 ， と く に イ ン シ ュリ ン 依

存 性糖尿病 （IDDM ）妊婦 の 管理 に 関 し て ，持続皮

下投与法 （GSII ）の 進歩に よ り妊 娠前 よ り血 糖値

の 厳 重 な コ ン ト ロ
ール が 可能 と な っ た 。 し か し な

が ら，妊娠中 の 血糖 コ ン ト ロ
ー

ル 値 に つ い て は 意

見 の 別 れ る と こ ろ で あ る 。 今回 ， ID ］〕M 妊婦症例 に

CSII 管理 を 行 い 興味あ る成績を得た の で 報告す る。

匡方法 】 4 例 の IDDM 妊婦 症例 に つ い て 6回の GSII

管理 を行 い ， 母体 空腹時血糖値 ， お よび母体 血糖

日内変動 よ り計算 し た 母体平均血糖値 と 出生 児体

重 ， 新生 児合併症 に つ い て 検討 した
。

星成績 】こ れ ら IDD 皿 妊婦の 平均空腹時血糖値は

113．6± 29．4mg／dt（1st　 trimesLer ），
116．0 ±26．7　mg

’
！dt

（2nd 　trimester ），　104．5± 22，1皿g！dt（3rd 　tri 皿 e
−

ster ）で あ っ た 。

一方 ， 母体平均血 糖値は そ れ ぞ

れ ， 128，0± 36．9mg／dL，136，1 ±19、ong ／dt，117．o±

19．8mg／dtで あ っ た 。 し か し な が ら こ れ ら 6 回 の

CSII 管理 に お い て ，出生 児体重 か らみ る と 4 例

の LFD 児群 （平均児体重 3957 ± 168　g ）2 例のAFD

児群 （平均児体重 2878 ± 117g ）に 分類 さ れ
， そ れ

ぞ れ の 母体空腹時血 糖値 ， 平均空腹時血 糖値を 比

較す る と 1st　 trimester の 母体空腹時血糖 値 に お

い て LFD 児群 133．4 ± 23．Omgfdt
，
　 AFD 児群 93．5±

11．5πg！dtと な りLFD 児群 で有意に 高値 とな っ た 。

ま た ， 新生 児合併症 に つ い て は 4 例 の LFD 児群 全

例 に 低血糖が 認 め られ た が ， AFD 児群 に は 低血 糖

は 出現 し な か っ た 。

1考 察 】以 上 の 検 討よ り，
IDDM 妊婦 に お け る

CSII 管理 に お い て も母体血糖値管理，特 eclst

trimester に お け る厳重 な コ ン ト ロ
ー

ル が 巨大児

の 発 生 を予防 し ， ひ い て は 生 後 の 低血 糖予防icお

お き く関与 して い る と推 察 さ れ た 。

　［目的］最近 Medical　Electronicsの 分野で は動脈

硬化度の 指標 と して 血管開ロ伝播速度 opening

velocity 　；　OV ）が注目され始め て い る 。 産婦人科

で も動脈硬化 と関連が予想 さ れ る更年期障害や妊

娠申毒症 （後遭症）で OV 値が何等か の 意味を持ち

得るか ど うかを検討する こ とを目的 と した 。 ［方

法］OV とは間接法に よる血圧測定時の カ ブ 圧が収

縮期か ら拡張期へ 漸減 して 行 く際の 動脈壁 の 開口

が中枢より末梢 に伝播 して い く速度を い う。 測定

に は Macttor 風 K （東京）の 動脈硬化度計 BIMS 　
−

1を用い た
。

こ の 装置は血圧計 の カ フ に 8cm 間隔

で 2個 の 高分子圧電膜 に よ る微少変位セ ン サ ーが

取 りつ けられて お りそれに よりOV 値を測定する。

［成績］20歳か ら90歳に 至 る男女 192名 （一般健

康人 ， 入院・外来患者そ の他を含む）を対象とした。

平均年齢は 54．4 ± 21．3歳，OV 値は O．61 ± 0．23m

／sec ，年齢 とOV 値との 間で は相関係数 r ＝ − O．68

の 明 らかな逆相関が認 め られた 。 男女別で は ， 男

性 109名の 平均年齢は 51．6 ± 18．3歳 ， OV 値 ！＝　O．

62± 0．23ilt／sec ，女性 83 名 の 平均年齢 57．9 ± 24．

2歳 OV 値一〇．59 ± 0．24m／sec で年齢との 逆相関

はそれ ぞれr　・＝　一　O．64， r ＝− 0．73 と女牲の 相関

の ほ うが やや強い傾向を認めた 。 女性申の 妊婦や

妊娠中毒症は例数が少な く有意なデ
ー

タは得 られ

なか っ たが，動脈硬化の リ ス ク の 高 い 病歴 を有す

る更年期障害の 婦人で は OV 値は低い傾向が推測

された 。 ［結論］原理的に は OV 値は被検者の 血圧 ，

とは関係せ ず ， 血管壁の 大変動 に よ りもた らされ る粘

弾性を反映する 。男女間で多少の差が存在する こ と

か ら， 今後，性 ス テ ロ イ ドホ ル モ ン 等の 欠落と動脈硬

化の相関 ， 妊娠中毒症 ， 更年期障害等 々 産婦人科領域

で も応用の 可能性があ る と思われ る 。
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